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寮⽣のバスルーム

菜園研修

ペンバ⼩学校の寮が5⽉10⽇にオ
ープンします。 周辺の村から集ま
った10⼈の⼥の⼦と10⼈の男の⼦
にとって初めての寮体験が始まり

ます。 PTAは、寮⽣のために2つ
のシャワーとトイレのユニットを

完成させました。

毎年1⽉に協同組合の新たなメンバーが参加します。彼⼥らは⽣産に失
敗したり、組合メンバーの成功を⽬撃したり、組合員間での援助シス

テムにふれて、協同組合に参加します。 4⽉に⾬が⽌むと、ザンビア
⾃然農法開発計画（NADPZ）は新メンバーに向けてのトレーニング
クラスを開始します。

新たな参加者にはまず教室で⾃然農法の紹介をしますが、実際に畑に

出て現場で体験することが⼤切だと感じています。

今年は、ムババラ地区の４つの協同組合とチカンタ地区とペンバ地区

からの参加も含め、20⼈の農⺠にトレーニングを⾏いました。 ⼥性た
ちはプロジェクトサイトで2⽇間キャンプし、それぞれの⼥性クラブに
戻って、この研修で学んだことを他のメンバーと共有します。

 
 

新メンバー紹介

私たちは2008年にプレシャスに初めて
出会いました。彼⼥は私たちのプロジ

ェクトサイトの隣にある地域学校の教

師として赴任してきたのです。 この学
校は、ザンビアを何度も訪れこの地域

と⼈々が⼤好きになったデンマークの

家族によって設⽴されました。 2019
年、プレシャスは⾃然農法農家になる

ことを決意しました。

⻘年スタッフ

プロジェクトサイトの⻘年スタッフを紹介

しましょう。 ジャスティン、モリスタ、ミ
リアム、レイモンド。 皆さんがサイトを訪
れたときには彼らが迎えてくれます。彼ら

の美しい笑顔、温かいエネルギー、そして

献⾝が、この場所を作り上げているので

す。プロジェクトサイトの世話をするだけ

でなく、彼・彼⼥ら⾃⾝が若い⾃然農法農

家であり、家族の世話を⼿伝っています。



ジャガイモ栽培

ザンビアには、夏季の栽培、11⽉に⾬を待って植え
るジャガイモ、2⽉に作付けして灌漑で育てるジャ
ガイモという3つの主要なジャガイモ栽培シーズン
があります。

ザンビア⾃然農法開発計画（NADPZ）では毎年3
⽉にジャガイモのトレーニングセッションを実施し

ています。 興味のある会員や職業訓練校の研修⽣と
⼀緒に灌漑ジャガイモを栽培しています。

今年は⼤⼯作業を学んでいる学⽣が率先してジャガ

イモを植えました。

⼤⼯作業クラスの進捗

⼤⼯作業の学⽣の最初のグループは現在1年間のト
レーニングコースの途中です。 現時点で、彼らは
ベッド、ソファ、椅⼦、キャビネットなど、さま

ざまな家具を作ることができるようになりまし

た。

彼らの作品の⼀部をご覧ください。



きのこ栽培研修

今年の2⽉、2⼈の⾃然農業トレーナーが⾸都ルサカを訪
れ、ルサカの⼩規模きのこ農家からきのこを育てる⽅法

を学びました。

今年の4⽉、ンコシラチ・ルキカニ⽒はプロジェクトサイ
トを訪れ、20⼈の農⺠と2⼈のデモ農⺠を対象とした2⽇
間のトレーニングコースを開催しました。

ンコシラチは、収穫後乾燥したトウモロコシの茎を使⽤

してボタンタケとヒラタケを栽培する⽅法を農⺠達に教

えました。

農⺠は研修の終わりにトレーニング終了書を受け取り、

プロジェクトの新しいキノコデモ農⺠になり、他のメン

バーは彼等からトレーニングを受けることができます。



学童のための⽔

農村地域では、家族は真⽔を得るためだけ

に⻑距離を移動する必要があります。 存在

する井戸と井戸は遠く離れており、多くの

コミュニティでは⼩川や川の⽔をたよりに

しています。

今⽉、ペンバ地区とムババラ地区にそれぞ

れ井戸を設置しました。ムババラ地区の井

戸は職業訓練センターと農場に使⽤しま

す。

⽔は地下80メートルで発⾒され、ハンドポ

ンプが設置されると、この井戸は近くの村

に住む何百⼈もの⼈々の⽣活⽤⽔となりま

す。

⽔の重要性

2008年にペンバプロジェクトサイトに井戸を
設置しましたが、岩が多い乾燥した地形のた

め、その井戸は常に給⽔に問題がありまし

た。

ペンバのサイトに測量⼠を案内し、そこで新

しい⽔源の可能性を⾒つけました。 4⽉末に
新しい井戸が設置され、60メートルのところ
に⽔が⾒つかりました。

この⽔は、⼦供たち、寮、教師に供給するだ

けでなく、近くのコミュニティに住む多くの

家庭にも役⽴ちます。


